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安全・安心な看護の提供を行います！部署紹介部署紹介

６階病棟は現在、病床数５６床、
主に整形外科・内科の急性期にあ
る患者様の受け入れをしています。
スタッフは看護師３６名・看護補助
者４名・クラーク２名・その他、医師
をはじめ理学療法士や作業療法士・
薬剤師・管理栄養士・支援相談員・
各種認定看護師など様々な職種が
連携してケアを行っています。
整形外科では主に手術を受けら

れる患者様が入院され、術前・術後
の看護を行います。高齢者が受傷
されやすい大腿骨骨折・圧迫骨折、
歩行障害やしびれを伴う頸椎・腰
椎疾患・膝の痛みに悩まされる変
形性膝関節症の他、腱断裂・靭帯
損傷など様々な疾患の手術に対応
しています。 また手術を受けた方の
口コミで県外など遠方の方にも利用

いただいております。手術を受ける
患者様は、様 な々不安な思いをされ
るので、私達は丁寧な説明と優しい
声かけを行い、安全・安心な看護を
提供出来るよう日々精進していま
す。病棟をかわった患者様が「退院
決まりました！リハビリは辛かったけ
ど、こんなに良く歩けるようになって
うれしい！」と会いに来てくださり、
元気に言われる姿に出会うのは、
看護師としてとてもうれしい瞬間で
す。内科では地域性もあり、肺炎や
心不全、脳梗塞、昨年は猛暑も影響
し、脱水症によるご高齢者の入院も
多く見られました。退院時には、症
状を引き起こさない為の指導や、入
所施設への情報提供などを行い、
入院を繰り返さない為の支援が重
要と考え実践しています。また、患
者・ご家族の皆様には、看護師の
顔を知ってもらい、それが安心感に
つながるという場面も多くあるので
関わりを大切にしたいと思います。
国の方針である早期退院・急性

期病棟の役割の変化に対応し、数
年前とは異なり限られた在院日数の

中で入退院を調整していかなけれ
ばなりません。そのような中でも、
「その人らしさ」を考慮した看護を
行うために、受け持ち看護師を中
心に、患者様を取り巻く様 な々職種
が連携した支援を行っています。
患者・ご家族の皆様には、早期か
ら退院や地域包括ケア病棟・療養
型病棟への転棟をお願いし、ご理
解して頂いている事は、本当にあり
がたく感じています。
忙しく看護師がバタバタ動き回る

印象の病棟とよく言われますが、気
持ちの良い挨拶・きめ細やかな先
取りの看護で、過ごしやすく感じて
頂けるようにして参ります。
地域住民の皆様、新米科長共々、

６階病棟を今後ともよろしくお願い
致します。

連携機関ご紹介コーナー

院長 香川 佳博
昭和49年／広島大学卒業
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安芸高田市吉田町山手585
0826-43-1111
平成3年より佐々木毅先生の下、勤務させてもらいました。
平成12年より院長として勤務しております。
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INFORMATION お知らせ

●当院は、ＨＭネット診療開示病院です。ＨＭカードを作れます。
ＪＡ吉田総合病院ではあなたの診療情報を、かかりつけ医院・薬局と共有できる「ＨＭカード（地域共
通ＩＤカード）」を無料で発行しています。
ＨＭカードは複数の医療機関にあなたの診療情報を結びつけるため、地域共通ＩＤ番号を格納した
カードです。行かれた病医院や薬局で名寄せ（カードへのカルテ番号の追加登録）をすることで、あなた
の診療情報の連結が進みます。
南館1階地域医療連携室で作ることが出来ますので、詳しくはお尋ねください。

例年10月に開催しております「病院祭」を、南館耐震工事を行いますので、参加者の安全を考慮して中止とさせてい
ただきます。毎年楽しみにされておられる方も多いと思いますが、ご了承の程よろしくお願いいたします。

●平成30年度の『病院祭』を中止します。

趣味／ドライブ・ゴルフ・釣り（川・海）、秋の松茸狩りといろいろやりました
が、最近は体力的に問題がでてきて遠のいています。
熱中している事はありますが…秘密です。
健康法／やはり減塩ですかね…醤油・塩等をできるだけ摂らないように心がけています。
例えば、刺身に醤油はつけないようにしています。味覚が敏感になりました。減塩は30年続けています。
次に軽いウォーキングを10年位前から続けています。おかげで善玉コレステロールが1．3倍に増えました。
最後に、ストレスを溜め込まないために、日常生活のオン・オフのスイッチを切り替えていることです。

毎日の診療で大切にされている事は何ですか
患者さんの訴えをよく聴き「年のせい」とはできるだ
け言わないように心がけています。何らかの疾病が
隠れているのではと…患者さんの言葉を受け止め
るように接しています。

JA吉田総合病院へ望むこと
いつも困ったときに適切に対応してくださりありが
とうございます。これからも地域医療に貢献してい
きたい所存です。宜しくお願いいたします。

自院のやりがいは何ですか
ベースが放射線科医なので画
像診断で役に立つことです。

佐々木クリニックホームページより

JA吉田総合病院
発行/広島県厚生農業協同組合連合会 吉田総合病院

〒731-0595 広島県安芸高田市吉田町吉田3666
Tel.0826-42-0636 Fax.0826-47-0007
2018年（平成30年）6月発行
http://yoshida-gene-hospi. jp/

Public information magazine of the Yoshida general hospital

A O Z O R A

58vol.夏 号

Facebookを開設しました

やさしい心で
良質な医療を

4 1AOZORA vol.58 AOZORA vol.58



ボランティア実習の受け入れ

5月10日より病院の売店がファミリーマートとして
開店しました。

開店前１ヵ月間は、準備のため売店・レストランが無
く病院をご利用の皆様には大変ご迷惑をお掛けいたし
ました。
ファミリーマートに変わり商品の品ぞろえも豊富に
なり、弁当類も選んで購入できるようになり、日用品等
が不意に無くなった時もすぐに購入していただけるよ

うになりました。また、以前レストランであった部分を
イートインスペースとして、テーブルとイスを設置し飲
食・休憩が出来る場所になりました。ファミリーマート
で購入されない方もご利用できます。

今後も色々な場面で向上に努めて参りますので、
JA吉田総合病院をよろしくお願いいたします。

老人保健施設「のぞみ」の入所者の方とのふれあいを通
して、介護職の仕事や職場の理解を深めるために、5月1
日からの6日間で2年生3名、3年生6名のボランティア実
習の受け入れを行いました。生徒さんは授業後、午後4時
から1時間30分間、夕食前のくつろいでいる入所者の方
と、トランプやオセロといったレクレーションで遊び、楽し

い時間を過ごしました。
時に入所者の方と意思疎通に難しい場面もありました

が、生徒の皆さんは笑顔でしっかり目を見て応対されて
いました。今後、介護の道を目指される方もおられると思
います。仕事にすると楽しい時ばかりではありませんが、
今の気持ちを忘れずに進んでいってもらいたいと思いま
した。

ボランティア実習の受け入れ
広島県立吉田高等学校　手芸ボランティア部広島県立吉田高等学校　手芸ボランティア部

ファミリーマートが開店しました
年中無休
8：00～18：00営業時間

Senichiro
Yanagawa柳川 泉一郎

4月より外科と人工透析を担当させていただくこ
とになりました。専門である消化器外科を中心と
して、地域医療に貢献していきたいと思います。
よろしくお願いいたします。

旧　任　地 ▼広島大学大学院
出身医局・卒年 ▼広島大学 第２外科 19年卒
趣　　　味 ▼昼寝

外科  部長

Hisaaki
Yoshinaka好中 久晶

本年度より当院外科で勤務しております好中久
晶と申します。昨年度までは竹原市の安田病院に
勤務しておりました。地域の皆様のお役に立てる
よう努めさせていただきます。よろしくお願い致
します。

外科  副部長
Hitomi
Takechi武智　瞳

本年度より外科に参りました。武智と申します。
昨年度まではJA尾道総合病院に勤務していまし
た。まだまだ未熟ですが、少しでも地域の医療に
貢献できるように努力していきますので、よろし
くお願い致します。

外科

当事業所におきましては、ご本人・ご家族様の意向を伺い、またサービス
事業所や専門家の意見も参考にしながら、ご希望される生活が実現できる
よう相談、検討の機会を設けております。
介護保険法では、要介護状態等になられた方が「尊厳を保持し、その有す

る能力に応じ自立した日常生活を営むこと…」とあるように、自立支援を目
的とされており、今回のアンケートにおいて、自立支援についてお伺いしま
した。④の結果より、「自分の希望する生活を実現するために様々な支援を

得ること」と思われる方が、半数以上おられました。その他として「できるこ
とは自分で行い、できないことは手助けを受け生活すること」「精神的に明
るく１日が過ごせるように努力してみること」など意見をいただきました。
私達は、ご本人様が自己決定できるようにわかりやすく説明し、必要な情
報提供を行い、ご本人・ご家族様が安心し望む暮らしができるように支援し
ていきたいと思っております。今後も事業の内容や制度にご理解いただけ
るように、ケアマネの知識や情報量を高めるよう学んで参ります。

アンケート配布期間：平成29年8月～9月
［配付］105件 ［回収］72件（回収率：69％）

アンケート回答者

本人
42%

家族
51%

本人、家族
6%

未記入 1%

1～3年未満
36%

3～5年
未満
21%

5年以上
19%

1年未満
21%

変化があった
86%

イ 生活に
　 メリハリがでた
　 29%

①手を借りずに
生活すること
36%②自分の希望する

生活を実現するために、
様々な支援を得ること

54%

はい 99%
はい 100%

介護サービス開始から
何年になられますか

❶ 介護サービスを利用
し始めて生活に変化
がありましたか

❷

ケアプランは、ご本人、ご家族が
思われている自立支援のプラン
となっていますか

❺

「変化があった」それは
どういうところで感じ
られますか

❸

変化はない
14%

未記入
3%

③その他
7% 回答なし

1%
いいえ
0%

いいえ
0%

回答なし
3%

オ その他 6%

自立支援について
どのように思われて
いますか

❹ ケアマネジャーはご本人、
ご家族の思いを十分に聞いて
希望する生活に導いていますか

❻

ア 身体機能に
　 変化があった
　 18%

エ 精神面に
　 変化があった
　 28%

ウ 介護負担に変化があった 19%

旧　任　地 ▼安田病院
出身医局・卒年 ▼広島大学 第２外科 23年卒
趣　　　味 ▼旅行

旧　任　地 ▼JA尾道総合病院
出身医局・卒年 ▼広島大学 第２外科 25年卒
趣　　　味 ▼食べ歩き

満足度調査にご協力頂き、ありがとう
ございました。結果をまとめましたので
報告させて頂きます。
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平成30年度からの新任医師紹介！

平成29年度 居宅介護支援事業所 利用者満足度調査
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